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収
入
保
険

〈
加
入
申
請
手
続
き
の
簡
易
化
〉

　
●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
に
よ
る
個

別
訪
問
が
困
難
で
あ
り
、
加
入
申

請
期
限
内
に
電
話
等
で
収
入
保
険

へ
の
加
入
の
申
出
が
あ
っ
た
場

合
、
加
入
申
込
み
が
あ
っ
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。
加
入
申

請
書
類
は
後
日
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

〈
つ
な
ぎ
資
金
〉

　
●
災
害
等
に
よ
り
大
幅
な
収
入

減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
保

険
期
間
中
に
つ
な
ぎ
資
金
（
４

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

家
畜
共
済

　
●
地
震
が
原
因
で
発
生
し
た
死

亡
・
廃
用
事
故
に
対
し
て
共
済
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
例
え
ば
、
自
然
災
害
が
原
因
で

家
畜
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合

な
ど
、
支
払
限
度
の
適
用
を
受
け

な
い
事
故
（
特
定
事
故
）
と
し
て

補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

　

●
地
震
に
よ
る
災
害
（
津
波
、

土
砂
崩
れ
な
ど
）
は
、
共
済
事
故

と
な
り
ま
す
。

　
●
現
地
確
認
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
確
認
が
困
難
な
場
合
は
、

被
害
状
況
の
写
真
撮
影
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

麦
共
済

　

●
地
震
に
よ
る
災
害
（
津
波
、

水
害
、
干
害
な
ど
）
は
、
共
済
事

故
と
な
り
ま
す
。
流
失
・
埋
没
に

よ
り
収
穫
物
が
な
く
な
っ
た
場
合

や
、
麦
災
害
収
入
共
済
方
式
に
お

い
て
は
地
震
災
害
に
よ
る
収
量
の

減
少
や
品
質
が
低
下
し
た
場
合
は

補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

建
物
共
済

〈
総
合
共
済
〉

　
●
損
害
割
合
５
％
以
上
の
被
害

が
発
生
し
た
建
物
に
対
し
、
共
済

金
額
の
50
％
を
限
度
に
補
償
し
ま

す
。

〈
火
災
共
済
〉

　
●
地
震
お
よ
び
津
波
に
よ
る
損

害
共
済
金
の
お
支
払
い
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
地
震
ま
た
は
地
震
に
よ

る
津
波
を
原
因
と
す
る
火
災
に
よ

り
、
建
物
が
半
焼
以
上
ま
た
は
建

物
に
収
容
さ
れ
る
家
財
が
全
焼
の

場
合
は
、
共
済
金
額
の
５
％
に
相

当
す
る
額
を
地
震
火
災
費
用
共
済

金
と
し
て
お
支
払
い
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
か

か
る
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け

た
市
町
に
住
所
を
有
す
る
被
災
さ

れ
た
方
の
農
業
保
険
に
関
す
る
掛

金
等
の
払
込
期
限
を
左
記
の
と
お

り
延
長
し
ま
す
。
管
轄
の
グ
ル
ー

プ
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
た

市
町
】

　

金
沢
市
、
七
尾
市
、
小
松
市
、

輪
島
市
、
珠
洲
市
、
加
賀
市
、
羽

咋
市
、
か
ほ
く
市
、
白
山
市
、
能

美
市
、津
幡
町
、内
灘
町
、志
賀
町
、

宝
達
志
水
町
、
中
能
登
町
、
穴
水

町
、
能
登
町

収
入
保
険

　
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
、
積

立
金
、
及
び
付
加
保
険
料
（
事
務

費
）
に
つ
い
て
、
一
括
支
払
い
及

び
分
割
払
い
の
納
付
期
限
を
、
当

分
の
間
、
保
険
期
間
を
開
始
す
る

日
か
ら
起
算
し
て
11
カ
月
を
経
過

す
る
日
を
限
度
に
延
長
し
ま
す
。

対
象
は
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料

の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
こ
と
の

申
出
が
あ
っ
た
加
入
者
で
す
。

家
畜
共
済

園
芸
施
設
共
済

　
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
４
月
30
日
ま
で
に
払
込
期
限

が
発
生
す
る
家
畜
共
済
、
園
芸
施

設
共
済
に
係
る
共
済
掛
金
等
に
つ

い
て
、
払
込
期
限
を
令
和
６
年
４

月
30
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

大
規
模
自
然
災
害
等

発
生
時
の
特
例　
　

建
物
共
済

農
機
具
共
済

　
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
共
済
関
係
が
成
立
し
て
い

る
建
物
共
済
及
び
農
機
具
共
済
の

更
新
に
お
け
る
申
込
期
限
に
つ
い

て
は
、
本
組
合
事
業
規
程
に
基
づ

き
、
責
任
期
間
満
了
の
日
か
ら
１

年
を
限
度
に
申
込
期
限
を
延
長
し

ま
す
。
延
長
さ
れ
た
申
込
期
限
内

に
更
新
の
申
込
が
あ
っ
た
場
合
の

掛
金
等
の
払
込
期
限
は
、
更
新
前

の
責
任
期
間
満
了
の
日
か
ら
１
年

を
限
り
延
長
し
ま
す
。

農
業
保
険
の
対
応
に
つ
い
て

掛
金
等
の
払
込
期
限

延
長
に
つ
い
て　
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

能登半島地震

石
川
県
農
業
共
済
組
合

石
川
県
農
業
共
済
組
合

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

　
１
月
１
日

　
１
月
１
日
1616
時時
1010
分
頃
に
発
生

分
頃
に
発
生

し
た
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る

し
た
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
で

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
で

は
、
県
内
全
域
を
激
し
い
揺
れ
が

は
、
県
内
全
域
を
激
し
い
揺
れ
が

襲
い
、
輪
島
市
と
志
賀
町
に
お
い

襲
い
、
輪
島
市
と
志
賀
町
に
お
い

て
は
最
大
震
度
７
を
観
測
し
ま
し

て
は
最
大
震
度
７
を
観
測
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
一
刻
も
早
い
復
興
と
、
皆
様

に
、
一
刻
も
早
い
復
興
と
、
皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
た
び
の
地
震
で
は
、
家

す
。
こ
の
た
び
の
地
震
で
は
、
家

屋
の
倒
壊
や
土
砂
崩
れ
、
地
盤
隆

屋
の
倒
壊
や
土
砂
崩
れ
、
地
盤
隆

起
、
液
状
化
、
火
災
の
ほ
か
、
沿

起
、
液
状
化
、
火
災
の
ほ
か
、
沿

岸
部
で
は
津
波
に
よ
る
被
害
も
確

岸
部
で
は
津
波
に
よ
る
被
害
も
確

認
さ
れ
、
道
路
の
寸
断
に
よ
る
集

認
さ
れ
、
道
路
の
寸
断
に
よ
る
集

落
の
孤
立
な
ど
能
登
地
方
を
中
心

落
の
孤
立
な
ど
能
登
地
方
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
被
害
状
況

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
被
害
状
況

の
正
確
な
把
握
に
全
力
を
挙
げ
、

の
正
確
な
把
握
に
全
力
を
挙
げ
、

迅
速
か
つ
適
切
な
損
害
評
価
に
よ

迅
速
か
つ
適
切
な
損
害
評
価
に
よ

る
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
努
め

る
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
◇

　
　
　
　
◇

　
農
家
・
地
域
に
密
着
し
て
農
業

　
農
家
・
地
域
に
密
着
し
て
農
業

経
営
を
支
え
る
た
め
「
よ
り
身
近

経
営
を
支
え
る
た
め
「
よ
り
身
近

に
、
よ
り
丁
寧
に
、
農
家
の
も
と

に
、
よ
り
丁
寧
に
、
農
家
の
も
と

へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
被
災
さ
れ

へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
被
災
さ
れ

た
皆
様
の
も
と
へ
積
極
的
に
足
を

た
皆
様
の
も
と
へ
積
極
的
に
足
を

運
び
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
負
託
さ
れ

運
び
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
負
託
さ
れ

た「
災
害
に
よ
る
損
失
を
補
填
し
、

た「
災
害
に
よ
る
損
失
を
補
填
し
、

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
」
と
い

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
」
と
い

う
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

う
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　
　
　
　
◇

　
　
　
　
◇

　
農
業
に
お
い
て
も
、
多
数
の
被

　
農
業
に
お
い
て
も
、
多
数
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
石
川
県

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
石
川
県

の
発
表
に
よ
る
と
農
地
や
農
道
な

の
発
表
に
よ
る
と
農
地
や
農
道
な

ど
に
お
い
て
、亀
裂
や

ど
に
お
い
て
、亀
裂
や
法の

り

面め
ん

崩
壊
、

崩
壊
、

隆
起
、
陥
没
な
ど
が
発
生
し
て
お

隆
起
、
陥
没
な
ど
が
発
生
し
て
お

り
、
２
月
末
現
在
、
５
４
３
件
が

り
、
２
月
末
現
在
、
５
４
３
件
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
に
お
い
て
も

　
ま
た
、
畜
産
農
家
に
お
い
て
も

施
設
損
壊
や
断
水
等
の
影
響
に
よ

施
設
損
壊
や
断
水
等
の
影
響
に
よ

り
、
飼
料
供
給
や
生
乳
・
肉
用
牛

り
、
飼
料
供
給
や
生
乳
・
肉
用
牛

の
集
出
荷
が
停
滞
す
る
事
態
と
な

の
集
出
荷
が
停
滞
す
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
広
範
囲
で
農
業
用
ハ

り
ま
し
た
。
広
範
囲
で
農
業
用
ハ

ウ
ス
が
損
壊
す
る
な
ど
被
害
は
多

ウ
ス
が
損
壊
す
る
な
ど
被
害
は
多

岐
に
渡
っ
て
お
り
、
県
内
農
業
を

岐
に
渡
っ
て
お
り
、
県
内
農
業
を

取
り
巻
く
状
況
は
今
後
厳
し
い
実

取
り
巻
く
状
況
は
今
後
厳
し
い
実

態
に
直
面
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

態
に
直
面
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

ま
す
。

　
　
　
　
◇

　
　
　
　
◇

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
農
業
保
険

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
農
業
保
険

が
真
に
農
家
・
組
合
員
に
と
っ
て

が
真
に
農
家
・
組
合
員
に
と
っ
て

必
要
か
つ
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
組

必
要
か
つ
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
組

織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。



漢方薬堆肥を施用したハウスで生育を確認中

「栽培用ベッドをパイプで補強するなどの対策をして
います」と話す

白山市黒
くろ
瀬
せ
町
まち

有限会社黒澤農場

代表　黒
くろ　さわ

澤　与
と も

典
の り

さん（50歳）

小松市今
いま
江
え
町
まち

　北
き た

　哲
て つ

也
や

さん（50歳）

収入保険　加入者の　　声

　

野
菜
は
土
づ
く
り
を
重
視

し
、
漢
方
薬
の
絞
り
か
す
を

使
っ
た
自
家
製
堆
肥
を
施
用
し

て
い
ま
す
。
残
っ
た
葉
や
根
な

ど
は
ハ
ウ
ス
外
へ
の
除
去
を
徹

底
し
、
自
家
製
堆
肥
の
利
用
と

併
せ
て
高
品
質
、
安
定
生
産
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

気
象
災
害
に
備
え
る

　
近
年
は
異
常
気
象
が
増
え
て

い
ま
す
。
特
に
昨
夏
の
よ
う
な

過
去
に
経
験
の
な
い
猛
暑
の
中

で
は
、
１
０
０
％
の
努
力
を
し

た
と
し
て
も
、
高
温
障
害
や
病

害
の
発
生
な
ど
で
収
入
が
下
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ケ
ガ
・
病
気
で
農
作
業
に
支

障
が
出
た
場
合
や
、
価
格
低
下

お
よ
び
自
然
災
害
等
に
よ
る
収

入
減
少
に
備
え
る
た
め
、
加
入

し
ま
し
た
。

簡
単
な
請
求
手
続
き

　
令
和
４
年
の
記
録
的
大
雨
に

よ
り
、
す
べ
て
の
ハ
ウ
ス
が
浸

水
し
ま
し
た
。
流
入
し
た
雨
で

ト
マ
ト
の
栽
培
用
ベ
ッ
ド
が
横

転
し
、
復
旧
に
は
約
３
カ
月
か

か
り
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
の
保
険
金
請
求
は

必
要
書
類
を
提
出
す
る
だ
け
の

簡
単
さ
で
、
支
払
い
ま
で
が
短

期
間
で
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

価
格
低
下
に
も
対
応

　
令
和
４
年
は
コ
マ
ツ
ナ
や
ミ

ズ
ナ
の
生
産
量
は
平
年
並
み
で

し
た
が
、
遠
方
の
産
地
か
ら
安

値
で
入
荷
が
あ
っ
た
影
響
を
受

け
て
市
場
相
場
が
下
が
り
、
契

約
単
価
も
下
落
。
青
色
申
告
決

算
書
な
ど
を
４
月
末
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
に
提
出
し
、
５
月
末
に
保

険
金
等
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

複
雑
な
手
続
き
も
な
く
、
受
け

取
り
ま
で
が
早
く
て
助
か
り
ま

し
た
。

◆
経
営
内
容

水
稲
65
㌶
、
大
豆
10
㌶
、
露
地

野
菜
７
．５
㌶
、
大
麦
６
㌶
、

コ
マ
ツ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
な
ど
施
設

野
菜
２
．２
㌶

対
策
＋
保
険
で
安
心
を

　
昨
夏
は
高
温
が
続
き
、
外
気

温
が
40
℃
に
な
れ
ば
、
ハ
ウ
ス

内
は
50
℃
近
く
ま
で
上
が
り
ま

す
。
遮
光
ネ
ッ
ト
を
か
け
る
な

ど
し
ま
し
た
が
、
異
常
な
暑
さ

が
続
い
た
こ
と
で
、
花
が
咲
い

て
も
結
実
し
な
い
事
態
が
発
生

し
ま
し
た
。
自
ら
の
努
力
で
は

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
っ

た
と
き
、
保
険
が
役
立
つ
と
思

い
ま
す
。

　
念
入
り
な
対
策
と
保
険
加
入

で
、ト
マ
ト
の
品
質
を
維
持
し
、

一
大
産
地
を
守
り
続
け
た
い
で

す
。

◆
経
営
内
容

水
稲
３
㌶
、
ト
マ
ト
30
㌃

0

200

400

600

800

1000

1200

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

約４倍

初年度比

２
７
７

３
８
６
件

７
７
４
件

５
５
４
件

１
１
５
４
件

加入件数の推移

９
４
２
件

令和４年分は保険金等

５億７７００万円
　　　　　　　　　　　　　　　　をお支払い

支払件数　359件
（加入件数　774件）
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経営努力では回避できないリスクに

支払いスムーズ、保険加入で経営安定

収入
保険

●
加
入
件
数
は
毎
年
増
加

　

収
入
保
険
は
制
度
開
始
か
ら

６
年
目
を
迎
え
、
全
国
で
は
約

９
万
８
０
０
０
件
、
県
内
で
は

１
１
５
４
件
と
多
く
の
農
業
者
か

ら
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

●
支
払
状
況

　

令
和
４
年
分
の
保
険
金
等
は
、

台
風
11
号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
る
冠

水
及
び
通
過
後
の
フ
ェ
ー
ン
現
象

に
よ
る
高
温
障
害
の
気
象
災
害
な

ど
が
要
因
で
、
支
払
件
数
は
約
５

割
に
ま
で
の
ぼ
り
ま
し
た
。

●
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
状
況

　
収
入
保
険
の
補
て
ん
金
の
支
払

は
、
保
険
期
間
の
終
了
後
に
な
り

ま
す
が
、
保
険
期
間
中
で
あ
っ
て

も
自
然
災
害
や
価
格
低
下
等
に
よ

り
補
て
ん
金
の
受
取
が
見
込
ま
れ

る
場
合
、
無
利
子
の
つ
な
ぎ
資
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
必
要
書
類
に
て
申
請
後
、
迅
速

に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●�

震
災
に
伴
う
確
定
申
告

の
期
限
延
長
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
発

生
に
伴
い
、
石
川
県
を
対
象
に
確

定
申
告
の
期
限
を
延
長
す
る
措
置

（
地
域
指
定
）
を
講
じ
て
い
ま
す
。

当
該
地
域
内
に
お
い
て
は
、
納
税

者
の
方
が
申
請
す
る
こ
と
な
く
、

確
定
申
告
の
期
限
の
延
長
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
●�

確
定
申
告
後
は
速
や
か
に

書
類
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
書
類
提
出
後
は
令
和
６
年
契
約

の
基
準
収
入
額
決
定
と
保
険
料
確

定
を
行
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
リ
ス
ク
か
ら
経
営
を
守
り
ま
す

つ
な
ぎ
資
金
と
は

0
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令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

９９４４００００万万

４４９９００００万万

４４３３００００万万

４４９９００００万万

　
◆
提
出
期
限
◆

●
個
人

　
令
和
６
年
４
月
15
日

●
法
人

　
税
務
申
告
期
限
の
一
カ
月
後



４年及び 10年経過ハウスのお支払い例を比較しました

お支払い例Ｂ（標準プラン＋特約①～④）

お支払い例Ｂ（標準プラン＋特約①～④）

お支払い例Ａ（標準プラン＋特約④）

お支払い例Ａ（標準プラン＋特約④）

お支払い例は一例です

▲浸水した大豆耕地▲風で倒壊したハウス

共済価額：570,141円

全損：570,141円 ×（付保割合100％）
＝共済金　570,141円

共済価額：570,141円

全損：570,141円 ×（付保割合100％）
＝共済金　570,141円

共済価額：284,617円

全損：284,617円 ×（付保割合80％）
＝共済金　227,693円

共済価額：432,442円

全損：432,442円 ×（付保割合80％）
＝共済金　345,953円

①復旧費用特約 ②撤去費用特約

④小損害不填補１万円特約③付保割合追加特約

＜加入内容＞　間口5.4ｍ×奥行25ｍ＝135㎡　
　　　　　　　被覆材（ビニール：農PO0.13ｍｍ、新品の場合）パイプ径25.4ｍｍ

　

加
入
で
き
る
の
は　

　
大
豆
を
10
㌃
以
上
栽
培
し
て
い

る
農
業
者
（
個
人
ま
た
は
法
人
）

の
ほ
か
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た

農
業
生
産
組
織
。
な
お
、
大
豆
を

栽
培
す
る
全
て
の
耕
地
を
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
部
の

耕
地
の
み
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

10年
経過

４年
経過
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加入加入申し込みが申し込みが始まります始まります
　　
局
地
的
な
大
雨
や
長
雨
、
大
型
台
風

局
地
的
な
大
雨
や
長
雨
、
大
型
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
や
獣
害
な
ど
、
さ
ま

な
ど
の
自
然
災
害
や
獣
害
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
、
安
心
し
て
栽

ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
、
安
心
し
て
栽

培
が
で
き
る
よ
う
大
豆
共
済
に
加
入
し

培
が
で
き
る
よ
う
大
豆
共
済
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

大豆共済園芸施設共済

●
申
込
期
間
●　

　

５
月
１
日
か
ら

　

５
月
20
日
ま
で

　
播
種
し
た
耕
地
の
す
べ
て

が
麦
跡
ま
た
は
品
種
が
「
里

の
ほ
ほ
え
み
」
に
限
り
、
５

月
１
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で

が
申
込
期
間
と
な
り
ま
す
。

支
払
対
象
と
な
る
共
済
事
故

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、
雨
害

湿
潤
害
、
そ
の
他
気
象
上
の
原
因

に
よ
る
災
害
（
地
震
、噴
火
含
む
）、

火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
に
よ
る

農
産
物
の
減
少
で
す
。

　
被
害
発
生
時
は　
　
　

�

　
大
豆
共
済
加
入
者
は
、
共
済
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
必
ず
管
轄

の
グ
ル
ー
プ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
事
故
連
絡
が
な
く
、
被
害
確

認
が
で
き
な
い
場
合
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

農
業
者
ご
と
の
被
害
発
生
状

況
に
応
じ
た
掛
金
率
を
設
定

し
て
お
り
、
低
被
害
の
方
は

掛
金
が
安
く
な
り
ま
す

加入方式は３種類

　①全相殺方式　　　　　　　
　選択できる補償割合
　　９割・８割・７割

●農業者ごとに補償
　おおむね全量をＪＡ等に出荷し、収量を把握で
きる農業者が加入できます。過去の出荷データを
基に基準収穫量を設定し、減収量が基準収穫量の
１～３割（選択した補償割合）を超えた場合に共
済金をお支払いします。

　②半相殺方式　　　　　　　
　選択できる補償割合
　　８割・７割・６割

●農業者ごとに補償
　被害耕地ごとの減収量の合計が、基準収穫量の
２～４割（選択した補償割合）を超えた場合に共
済金をお支払いします。

　③地域インデックス方式　 　
　選択できる補償割合
　　９割・８割・７割

●統計単位地域ごとの補償
　統計単位地域による統計単収が、基準単収の１
～３割（選択した補償割合）を超えて減収する場
合に共済金をお支払いします。

復旧を条件に、新築時の資産価値の最大８割
まで補償します。（被覆材は対象外）

共済事故により発生する廃材の取片付けや解
体作業などの費用の一部を補償します。（被
覆材は対象となりません。適用には条件があ
ります）

損害額が１万円を超える損害から支払い対象
となります。（通常は３万円または共済価額
の５％を超える損害から支払い対象です）

新築時の資産価値の８割が条件であった付保
割合（補償割合）を９割または10割まで引
き上げることができます。（被覆材は対象と
なりません。適用には条件があります）

特約特約付加で手厚い付加で手厚い補償補償

支払共済金
約34万円アップ

支払共済金
約22万円アップ
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農機具共済建物共済

春
に
多
い
農
機
具
の
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

◆臨時費用担保特約：この特約を付した場合、災害共済金のほかに①～③をお支払いします
①災害共済金の10％を臨時費用共済金としてお支払いします。
②加入者及び共済目的の所有者等が共済事故により、30日以上の入院加療を要した場合は、加入

共済金額の５％に相当する額（20 万円限度）を傷害費用共済金としてお支払いします。
③加入者及び共済目的所有者等が共済事故により、200日以内に死亡又は後遺障害を被った場合
は、加入共済金額の 30％に相当する額（50 万円限度）を傷害費用共済金としてお支払いします。

◆地震等担保特約：地震・噴火・津波による損害に対し共済金をお支払いします
　補償の上限は加入額の５割となります。新調達価格の５％以上の損害から対象となります。

・経年劣化は補償対象になりません
・壊れた原因・物が事故の補償対象になるかNOSAI（保険会社）へお問い合わせ
ください。うその理由で保険金を請求すると詐欺に該当するおそれがあります

・修理をキャンセルしたときの違約金や保険金の請求申請サポート費用等の名目
での成功報酬など、高額な請求を受ける可能性があります

→トラブル事例は動画でもご覧いただけます

　
右
図
は
農
機
具
共
済
の
事
故
を
機
種
別
に
集

計
し
た
も
の
で
す
。

　
乗
用
ト
ラ
ク
タ
事
故
の
う
ち
、
約
５
割
が
３

月
～
６
月
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
田
植
機
も
含

め
る
と
事
故
全
体
の
お
よ
そ
４
割
が
４
カ
月
間

に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
農
作
業
の
繁
忙
期
を
迎
え
ま
す

が
、
農
機
具
の
扱
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

万
が
一
の
事
態
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
農
機
具
共
済

に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

事
故
発
生
時
は
ま
ず
連
絡
を　
　
　

　
加
入
し
て
い
る
農
機
具
の
接
触
や
衝
突
な
ど

の
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
管
轄
の
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

破
損
部
品
は
捨
て
な
い
で　
　
　
　

　
農
機
具
共
済
で
は
、事
故
現
場
、破
損
箇
所
、

部
品
の
確
認
（
写
真
撮
影
）
が
必
要
で
す
。
修

理
済
み
で
損
害
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
、
共

済
金
の
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

故
障
・
消
耗
部
品
の
み
は
対
象
外　

　
共
済
責
任
期
間
中
に
発
生
し
た
損
害
で
あ
っ

て
も
、
故
障
や
消
耗
部
品
の
み
に
発
生
し
た
損

害
に
つ
い
て
は
、
共
済
金
の
支
払
い
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

保険金のトラブルが多発しています

特約付帯特約付帯でさらに安心でさらに安心

その他

　15％

コンバイン

　　　　28％

田植機

23％

乗用トラクタ（3～ 6月）

　　　17％

乗用トラクタ

（1・2・7～ 11月）

17％

8

（令和５年１月～12月　事故件数199件）

４割

事故全体の約４割は春に集中

横転したトラクタ

日本損害保険
協会ＨＰへ

ノーサイくん

保険金で全部
直しませんか？
自己負担はありません

地震で壊れた部分は
火災保険で修理でき
ますよ

え！もともと
壊れている部分も
いいの？

保険で直せるなら
お願いしようかしら

火災保険の保険金請求を、訪問またはインターネット広告、ＳＮＳ等で勧
める業者とのトラブルが急増しています。「保険を使って修理ができる」と
勧められた場合、トラブルに遭わないためのポイントを紹介します。

保険金申請代行者が訪問し、もともと古くなって壊れている箇所を「地震
で被害を受けたことにして請求できる」と勧められ契約した。

来訪した業者に「保険で直せる」と言われたため、修理を依頼した。
ＮＯＳＡＩ（保険会社）に電話し、「火災共済では地震は対象にならない」
と分かったため、依頼を断ったところ30％の違約金を請求された。

ポイント　まずはＮＯＳＡＩ（保険会社）へご連絡ください

ポイント　修理等の依頼時は契約内容をしっかり確認

「保険が使える」と言われたら
すぐに契約せず、まずＮＯＳＡＩにご相談ください！

トラブル：ケース 1

トラブル：ケース 2



　
平
成
９
年
に
就
農
し
、
ア
ー
ル

ス
メ
ロ
ン
を
主
力
に
野
菜
を
25
品

目
栽
培
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
と

の
両
立
を
考
え
た
と
き
、
農
業
な

ら
「
働
く
時
間
を
自
分
で
調
整
し

や
す
い
」
こ
と
や
「
定
年
が
な
く

長
く
働
け
る
」
こ
と
を
魅
力
に
感

じ
ま
し
た
。
子
供
に
新
鮮
で
美
味

し
い
野
菜
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
就
農
の
き
っ
か
け
で

し
た
ね
。

収
入
保
険
で
リ
ス
ク
対
策

　
メ
ロ
ン
は
赤
肉
・
青
肉
の
２
種

類
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
農

園
の
店
舗
、
地
元
直
売
所
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
メ
ロ
ン
を
組
み
合

わ
せ
た
ギ
フ
ト
も
人
気
で
す
。

　
令
和
元
年
か
ら
「
文
字
入
り
メ

ロ
ン
」
を
始
め
ま
し
た
。
記
念
日

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
農
業
経
営
の
リ
ス
ク
対
策
と
し

て
、
令
和
３
年
か
ら
収
入
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。
豪
雨
災
害
や

病
気
な
ど
で
メ
ロ
ン
の
販
売
金
額

が
著
し
く
低
下
し
て
も
、
従
業
員

へ
の
給
与
支
払
い
な
ど
が
滞
り
な

く
で
き
事
業
継
続
に
備
え
ら
れ
る

た
め
安
心
で
す
。

　

結
婚
を
機
に
就
農
し
、
幸
水
、

豊
水
、
加
賀
し
ず
く
な
ど
ナ
シ
５

品
種
と
水
稲
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
農
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
15
年
前
か
ら
本

格
的
に
関
わ
り
始
め
令
和
３
年
か

ら
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
ナ
シ
を
作
る
た
め
に

　
ナ
シ
の
作
業
は
１
年
中
あ
り
ま

す
。
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
行

う
剪
定
・
誘
引
は
次
に
で
き
る
ナ

シ
の
出
来
を
決
め
る
大
切
な
作
業

で
す
。
余
分
な
枝
を
剪
定
し
、
綺

麗
な
蕾つ

ぼ
みが
あ
る
枝
を
誘
引
し
ま
す
。

誘
引
用
の
紐
は
地
面
に
置
か
ず
、

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
る
こ
と
で
効
率

よ
く
作
業
が
で
き
て
い
ま
す
。

仲
間
と
伝
え
る
農
業
の
魅
力

　
令
和
元
年
か
ら
、
金
沢
市
で
農

業
に
従
事
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ

「
金
沢
農
女
（
愛
称
：
ノ
マ
ジ
ョ
・

カ
ナ
ザ
ワ
）」
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
結
成
当
初
は
コ
ロ
ナ
禍
で
思

う
よ
う
な
活
動
が
難
し
い
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
は
私
が
会
長
に
就
任

し
「
リ
ス
タ
ー
ト
の
年
」
と
し
て
、

メ
ン
バ
ー
同
士
が
直
接
顔
を
合
わ

加
工
品
で
手
軽
に
お
い
し
く

　
高
級
イ
メ
ー
ジ
の
メ
ロ
ン
で
す

が
、
手
軽
に
お
い
し
く
味
わ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
、
令
和
２
年

か
ら
「
メ
ロ
ン
農
家
の
メ
ロ
ン
・

ダ
ッ
ク
ワ
ー
ズ
」
と
い
う
焼
き
菓

子
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
ジ
ュ
ー
ス
に
加
工
し
「
口こ

う

福ふ
く

メ

ロ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」
と
名
付
け
販
売
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
で
評
判
が
広
ま

り
大
盛
況
で
し
た
。　

　
昨
年
10
月
か
ら
新
た
な
焼
き
菓

子
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

新
た
な
客
層
作
り
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

せ
る
機
会
を
増
や
し
、
意
見
交
換

や
金
沢
市
内
の
飲
食
店
と
の
コ
ラ

ボ
メ
ニ
ュ
ー
作
り
、
地
域
の
マ
ル

シ
ェ
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　
経
営
者
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
、
農
業
に
携
わ
る
女
性

と
し
て
農
業
に
お
け
る
女
性
の
立

場
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ノ
マ
ジ
ョ
の
活
動

が
立
場
向
上
と
新
た
な
仲
間
づ
く

り
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
応
援
に

力
を
入
れ
た
い
で
す
。
ま
た
イ
ベ

ン
ト
参
加
や
新
た
な
企
画
な
ど
、

女
性
目
線
で
、
農
業
の
魅
力
や
ノ

マ
ジ
ョ
の
活
動
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。
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「口
こう
福
ふく
メロンジュース」680円（税込）。

100％メロン。赤肉・青肉を選べる

愛
車
の
軽
ト
ラ
。
鮮
や
か
な
ア
イ
ス
グ
リ
ー

ン
で
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る

文字入りメロン。「『結婚しよう』
の文字受注が印象深いです」と吉
川さん

田島さんイチオシの「加賀しずく」
大きくずっしり。甘くてみずみず
しい

農作業や生育の
様子を発信中

ノマジョ・カナザワ
の活動を発信中

InstagramInstagram

能美市と連携し、農業体験などの食育にも力を入れて
いますノマジョの活動が明日への活力となります

能美市上
かみ
開
かい
発
はつ
町
まち

吉川農園

代表　吉
よし

川
かわ

　香
かお

里
り

さん（55歳）

◆経営内容◆　
露地野菜1.48ha、メロン19a、施設野菜10棟

金沢市錦
にしき
町
まち

田
た

島
じま

　寛
ひろ

美
み

さん（53歳）

◆経営内容◆　
ナシ 1.2ha、水稲 40a

いしかわで輝く　
　　農業女子

「農業女子」という 言葉が浸透してきた
ように近年の女性農 業者数は増加傾向に
あります。今回は、 県内で活躍する女性
農業者のお二人に経 営や取り組みについ
てインタビューしま した。
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誠
さ
ん
は
息
子
陽は
る
暉き

さ
ん（
24
）

と
と
も
に
白
山
の
ふ
も
と
で
農
薬
、

化
学
肥
料
、
除
草
剤
不
使
用
の
農

業
を
実
践
し
て
い
る
。
水
稲
４
㌶
、

野
菜
１
㌶
を
栽
培
し
主
に
直
販
。

米
は
予
約
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気

だ
。
季
節
の
野
菜
を
詰
め
合
わ
せ

た
「
お
野
菜
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
は
「
味
が

濃
く
、
お
い
し
い
」
と
評
判
を
呼

び
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

入
念
な
土
壌
管
理

　
米
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
イ
セ
ヒ
カ

リ
を
始
め
古
代
米
12
種
類
を
作
付

け
す
る
。
野
菜
は
露
地
と
ハ
ウ
ス

栽
培
で
年
間
約
80
種
類
を
管
理
し

て
い
る
。

　
田
植
え
は
６
月
初
旬
か
ら
中
旬
。

　
株
式
会
社
テ
ラ
イ
フ
ァ
ー
ム
で

は
、
水
稲
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
麦
、

大
豆
な
ど
を
計
27
㌶
作
付
け
て
い

る
。

　
主
力
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
春
・

秋
の
２
作
、
６
㌶
を
栽
培
す
る
。

「
根
こ
ぶ
病
を
防
ぐ
た
め
、
圃
場

選
び
を
気
を
つ
け
て
い
る
。
未
然

に
病
気
を
防
げ
ば
、
農
薬
の
使
用

量
も
減
ら
せ
る
」
と
話
す
。
２
期

の
連
作
は
必
ず
避
け
、
２
年
連
続

で
同
じ
圃
場
に
作
付
け
る
場
合
も
、

半
分
の
面
積
に
は
異
な
る
作
物
を

植
え
る
。

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
と
し
て
Ｐ
Ｒ

　
昨
年
か
ら
部
会
長
を
務
め
る
Ｊ

Ａ
加
賀
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
で
は
、

出
穂
時
期
が
通
常
よ
り
遅
く
な
る

た
め
、
カ
メ
ム
シ
の
産
卵
期
と
重

な
ら
ず
、
被
害
が
少
な
く
な
る
と

い
う
。

　
土
づ
く
り
に
余
念
が
な
い
誠
さ

ん
は
「
土
に
適
切
な
養
分
と
環
境

を
与
え
る
こ
と
で
、
作
物
に
必
要

な
栄
養
分
を
土
壌
の
中
の
微
生
物

に
生
み
出
さ
せ
る
」
と
話
す
。
自

ら
土
壌
診
断
を
定
期
的
に
実
施
し
、

分
析
結
果
に
基
づ
い
て
足
り
な
い

養
分
を
与
え
て
い
る
。

　
出
来
上
が
っ
た
野
菜
の
細
胞
は

電
子
顕
微
鏡
で
定
期
的
に
観
察
す

る
。
理
想
は
六
角
形
結
晶
に
近
い

形
で
、
細
胞
内
に
水
分
を
保
つ
た

め
日
持
ち
が
長
く
な
る
と
い
う
。

　
野
菜
の
発
送
を
担
当
す
る
陽
暉

さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
か
ら
『
冷
蔵

庫
で
２
週
間
保
管
し
て
も
、
み
ず

み
ず
し
い
』
と
喜
ば
れ
る
。
野
菜

が
健
康
な
証
拠
」
と
笑
顔
だ
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

　
平
成
６
年
に
就
農
し
、
約
30
年

か
け
て
農
薬
、
化
学
肥
料
、
除
草

剤
不
使
用
の
農
法
を
築
き
上
げ
て

き
た
誠
さ
ん
。
陽
暉
さ
ん
は
父
が

築
い
た
基
盤
を
受
け
継
ぎ
た
い
と

平
成
29
年
に
就
農
し
た
。
一
昨
年

に
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
、

作
物
の
生
育
や
日
々
の
農
作
業
を

販
売
金
額
４
億
円
を
目
指
し
て
お

り
、
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
「
加
賀
九
谷

野
菜
」
※
と
し
て
「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
」、「
加
賀
味
平
か
ぼ
ち
ゃ
」、

「
加
賀
白
ね
ぎ
」
な
ど
Ｐ
Ｒ
を
続

け
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

リ
ス
ク
分
散
と
保
険
加
入

　
寺
井
さ
ん
は
「
最
近
は
猛
暑
に

よ
る
高
温
障
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
」
と
話
す
。
令
和
５
年
産
は
水

稲
で
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
で
は
秋
作
が
高
温
の
影
響
を

受
け
た
。
水
稲
は
主
食
用
米
と
飼

料
用
米
の
作
り
分
け
や
転
作
作
物

に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
リ
ス

発
信
し
て
い
る
。「
今
後
は
空
い

て
い
る
農
地
を
も
っ
と
有
効
活
用

し
た
い
。
年
間
を
通
し
て
、
よ
り

生
産
量
を
安
定
さ
せ
た
い
」
と
奥

野
さ
ん
親
子
は
意
気
込
む
。

ク
分
散
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
今
年
は
高
温
に
強
い
「
に
じ

の
き
ら
め
き
」
の
栽
培
に
挑
戦
す

る
。

　
収
入
保
険
に
は
令
和
３
年
か
ら

加
入
。
売
り
上
げ
の
多
く
を
占
め

る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
価
格
等
の
変

動
が
激
し
く
、
収
入
金
額
の
減
少

が
補
償
さ
れ
る
点
を
魅
力
に
感
じ

た
。
周
り
の
農
家
が
多
く
加
入
し

て
い
た
こ
と
も
後
押
し
に
な
っ
た

と
い
う
。「
２
年
連
続
で
保
険
金

を
受
け
取
り
、
経
営
の
助
け
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
に
心
強
い
」
と
ほ
ほ
え
む
。

※「加賀九谷野菜」日本を代表する色絵磁器「九谷焼」の
発祥地として、また名湯が湧き出る温泉地として知られ
る加賀市。大日山を源とする二つの清流と肥沃な平野が
ある豊かな自然環境の中、その気候、風土、文化に培わ
れた四季折々の加賀市産野菜。　出典：加賀市ＨＰより

茎もおいしい　ブロッコリーのきんぴら

材料
ブロッコリーの茎：１房分
人参：１本
酒：大さじ２
みりん：大さじ１
醤油：大さじ１
砂糖：大さじ１
ごま油：適量
ごま：適量

加賀九谷野菜
とは

作り方
①ブロッコリーの茎、人参
は皮を剥いて千切りにす
る

②フライパンにごま油をひ
き①を炒める

③☆を入れ軽く混ぜ、５分
ほど蒸し焼きにし、仕上
げにごまをふる

�｜｜�☆｜｜�

はざ掛けはねじりながら
掛けるのがコツ
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日々の野菜づくり
の様子を発信中

Instagram

農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

「加賀九谷野菜」ブロッコリー
を栽培

加賀市庄
しょう
町
まち

株式会社テライファーム

代表取締役　寺
てら

井
い

　清
きよ

春
はる

さん（56歳）

白山市若
わか
原
ばら
町
まち

エコ・ファーム奥野

奥
おく

野
の

　誠
まこと

さん（69歳）

親子二人三脚で作業する誠さん（右）と陽暉さん
「県内最大の出荷を誇るブロッコリーです。ぜひ食べ
てみてください」

徹底した土づくりが
健康な作物を育てる

７〜９種入りの「お野菜ＢＯＸ」2000円（税込）。
何が入っているかは届いてからのお楽しみ
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３月７日
石川県農業保険普及推進協議会
石川県収入保険推進協議会
（臨時）総会

３月
損害評価会　農作物共済部会
　　　　　　畑作物共済部会
　　　　　　家畜共済部会
　　　　　　園芸施設共済部会
　　　　　　建物共済部会
　　　　　　農機具共済部会

３月
余裕金運用管理委員会
教育研修基金運用管理委員会
理事会

４月
総代選挙

５月
余裕金運用管理委員会
令和６年度第１回理事会

５月
令和６年度第１回監事会
決算監査

５月
令和６年度第２回理事会
第１９回通常総代会

６月
損害評価会組織会
役員組織会

３
６

口
座
振
替
の
お
願
い
　

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た

対
策
及
び
組
合
員
の
利
便
性
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
集
金
業
務
を

原
則
廃
止
し
ま
す
。　
お
早
め
に
口

座
振
替
依
頼
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

口
座
振
替
依
頼
書
提
出
の
留
意
点

・�

掛
金
等
納
入
期
限
の
お
お
む
ね

２
カ
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

届
出
印
、
口
座
名
義
フ
リ
ガ
ナ

の
間
違
い
は
な
い
か
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

・�

Ｊ
Ａ
口
座
と
そ
の
他
の
金
融
機

関
で
は
振
替
依
頼
書
が
異
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
ず
組
合
ま
で
ご
連
絡
を

 

事
故
発
生
時 

　
職
員
が
事
故
の
現
地
を
確
認
し

ま
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
の

原
因
が
特
定
で
き
な
く
な
り
、
共

済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

 

加
入
内
容
変
更
時 

○
農
機
具
の
買
い
替
え

○
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の
変
更

○
建
物
の
建
て
替
え

○
加
入
名
義
の
変
更

　

加
入
内
容
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。変
更
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

被
災
時
に
共
済
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
稲
共
済
　
　
　
　
　

 

変
更
が
あ
れ
ば
連
絡
を 

　
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更

届
出
書
の
デ
ー
タ
は
各
市
町
の

デ
ー
タ
と
照
合
し
て
い
ま
す
。
提

出
後
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
管
轄
の
グ
ル
ー
プ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中
　

　
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現
在

石
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
品

目
に
つ
い
て
、
実
施
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
追
加
品
目
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
組
合
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
新
年
号
を
読
み
、
米
を
い
ろ
い
ろ

な
加
工
品
に
活
用
し
て
町
や
人
を
盛

り
上
げ
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
大
事
に
食
べ
続
け

た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
白
山
市　
Ｔ
さ
ん

　

石
川
県
全
域
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
の
笑
顔
や
言
葉
を
見
る
と
元

気
・
勇
気
を
も
ら
い
ま
す
。
今
後
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
野
々
市
市　
Ｋ
さ
ん

　
最
近
は
若
い
人
達
が
野
菜
、
米
、

花
木
な
ど
を
栽
培
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
農
業
を
活
気
づ
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
も
ぜ
ひ
若
い
人

達
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
宝
達
志
水
町　
Ｍ
さ
ん

皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
募
集
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の
ご
意

見
、
身
近
な
話
題
や
農
業
に
つ
い
て

思
う
こ
と
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声
は
お
便

り
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

損害防止機器購入助成金を支払いました
　農作物共済、畑作物共済、果樹共済事業の健全な運営を
図るために、背負式動力散布機や動力噴霧機などの対象機
器を購入した組合員の方に、経費の一部を助成金としてお
支払いしました。
　

共済金を支払いました
果樹共済
 ぶどう 　	 	 くり 	　　

 なし 	　	

自然災害に備えて
農業版ＢＣＰを作成してみましょう

　ＢＣＰ（事業継続計画）とは、自然災害などの緊急事態に遭遇した場合において、事業資産の損
害を最小限にとどめ、中核事業の継続、あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき
活動や緊急時における事業継続のための方法、手段などをあらかじめ取り決めておく計画です。
１）日頃からのリスクへの備え、台風等襲来の直前対策のために
　　①「リスクマネジメント」チェックリスト
２）被災後の復旧・事業継続のために
　　②「事業継続」チェックリスト
　　③「農業版ＢＣＰ」事業継続計画書の完成
３）定期的・継続的な見直し
　　少なくとも年に１回は見直しを行い、備えが十分か確認

加 入 方 式 半相殺減収総合
短縮方式　　　

支 払 日 令和５年11月30日
支払共済金 184,960円

加 入 方 式 半相殺減収総合
短縮方式　　　

支 払 日 令和５年12月27日
支払共済金 377,650円

加 入 方 式 半相殺減収総合
短縮方式　　　 全相殺減収方式

支 払 日 令和５年12月27日 令和５年12月27日
支払共済金 94,960円 6,258,540円

支払対象台数 117 台
支 払 総 額 3,941,813 円
支 払 日 令和６年２月 26日

①「リスクマネジメント」
　チェックリスト

③農業版 BCP

農水省HP

②「事業継続」
　チェックリスト

農業経営者
の皆様へ

パンフレット・様式
はこちら

お
便
り
コ
ー
ナ
ー
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「令和６年能登半島地震」
お見舞い申し上げます

　
「
ぶ
ど
う
の
森
」
の
洋
菓
子
店
で
接
客
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
働
い
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
接
客
業

は
初
め
て
で
す
が
、
何
度
も
お
店
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
り
、
お
勧
め
し
た
商
品
を
リ
ピ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
が
増
え
て
い
る
の
で
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
整
備
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
車
の
点

検
・
修
理
は
お
客
様
の
命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、

緊
張
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

実
家
は
ナ
シ
農
家
で
す
。
力
仕
事
を
中
心
に
手

伝
っ
て
い
ま
す
。
農
業
の
魅
力
は
手
間
を
か
け
た

分
だ
け
形
に
表
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

きらきらひかるきらきらひかる

金沢市

林
はやし

　鴻
こ う

太
た

さん（23歳）

白山市

加
か

登
と

　寛
か ん

太
た

さん（23歳）

クイズの答え
郵便番号・住所
氏名・年齢・電話番号
ＮＯＳＡＩへのご意見
広報紙のご感想など

63
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係 

行

金
沢
市
田
中
町

　
　
　
　
か
26
番
地
１

9 2 0 　0 0 0 7

おもてうら

クイズの答えと必要事項を明記してハガキまたはＥメールでご応募ください。正解
者の中から抽選で、５名の方に図書カードを進呈いたします。当選者は氏名のみ次号に
掲載させていただきます。

応募方法

F A X　076-239-0069
Ｅメール　kouhou@nosai-ishikawa.or.jp

36号クイズ当選者
　　　　　　　　（敬称略）

● 締め切り／
　４月26日（金）必着●

南出　香澄
松井紀美子
髙木　重雄
金田さと子
三山　祐子

大豆共済の加入方式は〇種類　　〇に入る数字をお答えください
ヒントは６ページ　




